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第1892回例会 令和8年3月12日
18：30～19：30 創立40周年

○ソング
　◦四つのテスト
○スマイルBOX
　◦藤田龍文会長（本日もホームミーティング報告例会の発表ありがとうございました。佐藤清作パスト会長のご冥福を

心よりお祈りもうしあげます。）
　◦運天直人幹事（ホームミーティング発表の皆様ありがとうございました。本日も周年の出欠表を回しておりますので

記載をお願い致します。）
　◦居川孝男会員（職業奉仕が続きなかなか出席出来ず申し訳ありません。佐藤清作チャーターメンバーのご冥福を

お祈りいたします。）
　◦鈴木孝幸会員（ホームミーティングの発表、近藤班長、ごくろうさまでした。雑談で終わってしまったMTGでしたが、

たのしかったですね。）
　◦西山よしえ会員（照井会員、入会おめでとうございます。同い年としてご入会心強いです。ロータリー活動を一緒に

楽しみましょう。大住会員、発表ありがとうございました。）
　◦成井正之会員（佐藤清作先生のご冥福をお祈りいたします。「ありがとうございました。」）
　◦金田昇会員（三寒四温、体調管理をしっかり行いたいと思います。）
　　　　　　　（佐藤清作パスト会長のご冥福をお祈りいたします。）
　◦佐川京子会員（照井さん西ロータリーへようこそ！RCライフを楽しんでください！３月のお誕生日祝と結婚祝をありがと

うございました。高齢者になってしまいましたが、気持ちがついていかないので「シニア」になったということで皆さんよろ
しくお願いいたします。）
　◦矢田部錦四郎会員（ホームミーティングでは、夜遅くま

で楽しい時間と交流できました。吉成班長お世話になりま
した。誕生祝ありがとうございました。）

【今週の仮メイクアップ会員】
　◦３月４日　１班ホームミーティング　美国
　吉成茂、堀田一彦、矢田部錦四郎、中目公英、増子国安
　◦２月27日　４班ホームミーティング　楓
　鈴木満、大竹憂子、金田昇、遠藤敦、青木大、石川格子、照

井耕輔
　◦２月22日　７班ホームミーティング　アジマンチャオ
　中嶋一貴、関谷亮一、居川孝男、運天直人
　◦２月20日　８班ホームミーティング　アジマンチャオ
　西山よしえ、大住由香里、吉野敬之、鈴木典雄、永山龍太

郎
　◦２月25日　９班ホームミーティング　楓
　近藤勝人、渡辺勝也、鈴木孝幸、藤田龍文
　◦２月19日　10班ホームミーティング　赤門
　市川正人、鈴木浩一郎、池田浩彰、高畠裕、鶴丸彰紀
　◦２月27日　11班ホームミーティング　赤門
　十文字宗博、佐藤幸彦、吉成真五郎

A  出席免除を受けていない正会員数 ５８名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １７名

T  全 正 会 員 数 ７５名

C  Ⓐの出席者数 ２８名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １５名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４３名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ７３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５８.９％

第1892回例会出席状況� （R8年3月12日)
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■会長の時間� 藤田龍文会長
　皆様、こんばんは。本日も3月のあわだ
たしい中、お集まりいただきまして誠にあり
がとうございます。先日、皆さんのほうにも
連絡いったと思いますが、当クラブのチャ
ーターメンバーであり元パスト会長というこ
とで佐藤清作先生が先日お亡くなりにな
りました。本年永野先輩だったり佐藤清

作先輩だったり、多くの長いロータリー歴を誇る先輩がお亡く
なりになるということで、大変悲しい部分が多うございます。本
日、ホームミーティングの報告ということで先週に引き続き2回
目となりますが、私の個人的な思い出として佐藤清作先生の
お宅で2回ぐらいホームミーティングをさせていただいた思い
出がございます。それを見て私は班長が回ってきた時には必
ず自宅でやろうと私は決めました。それから2～3回でしょうか
ね。私ロータリー17～18年目ですけどもなかなか回ってこな
いので、班長の時には必ず自宅でやるようにしております。清
作先生は奥様も当時ロータリーにも沢山出てきていただいて
奥様の心のこもった手料理と奥様も一緒に同席してもらって
昔のいろんな話だったりそういった部分をお話していただい
たり。先日焼香行った時も本当に数回なんですが清作先生
の奥様も顔と名前を憶えてていただいて、なに今年あなた会
長なのなんて話から始まってあの時のホームミーティングは楽
しかったねなんていう話しをしていただいたりというのも、本来
のホームミーティングのいろいろな良さの一つの部分かと強く
思いました。焼香に伺う時も、先輩の家をさっとわかって間取
りもわかってというのも、あとどんな家族構成だったりもわかる
のも一つホームミーティングの良さでもあると私は思っておりま
す。ですので、今こんなご時世ですしコロナもあったりいろい
ろ難しい状況であるかと思いますが、そういったホームミーテ
ィングを志す班長がいても悪くはないと思います。店でやって
ももちろん悪くはないと思いますが、その時のやり方でその人
のどんなエリアのどんな家に住んでどんな家族がいてなんて
いうのを知るのも一つ面白いロータリーの親睦の中の一つの
アイテムかと思われます。もう3月に入ってまいりまして40周年
のいろいろな打ち合わせもちょこちょこ部門部門でやっており
ますし、先日も地区大会の打ち合わせということで多くの皆様
にお集まりいただいて、例会と例会の間に3回も4回もほぼ毎
日会っているような方もいらっしゃるんですが、そういったところ
で40周年と地区の運営に向けてどんどん進んでおります。先
週は「シン鹿島」の所で実行委員の方数名だったんですが
試食会というのをやってきました。40周年の記念式典の時に
これも私の考えでごり押しさせていただいて申し訳なかった
んですが、式典の懇親会は見るアトラクションではなく食べる
アトラクションでやりたいというのを強引に突き進めさせていた
だいて、食事の中で姉妹クラブ、深谷、そしてコザ、米沢とそ
ういった所のご当地の食材をふんだんに使っていただいて、
食事の中でそういった部分を表現していこうということで、ちょ
うど「シン鹿島」にはとても有名な所で働いてきたシェフの方

本日のプログラム

（２）

がいらっしゃってると聞いておりましたので、そちらにお願いし
てフルコースで既にその全部の料理の中に姉妹クラブだった
り、もちろんこの白河のご当地の食材もふんだんに入ってると
いう料理を当日の4月12日の懇親会では出るようにこしらえて
ございますので、是非会員の皆様ももちろん食せますので、そ
ういったところは楽しみにしていただいて、そして姉妹クラブ
の方 も々そういったところでは食材が入ってくるというのも少し
喜んでいただけるのかなと思っております。それでは、本日も6
班ぐらい発表がございますので、是非よろしくお願いしていた
だきたいと。そして本日、新入会員照井君がお忙しい職業奉
仕の中時間を空けていただいて来ていただきましたので、後
で後程本人からもご挨拶あると思いますが、美容と映像のプ
ロフェッショナルでございますので、おそらく40周年の式典や
来年の地区の行事等でもだいぶ活躍していただける存在だ
と思っておりますので期待しております。本日もホームミーティ
ングの報告ということで楽しみにしておりますのでよろしくお願
いいたします。あともう一点、これを新しくすると周年というイメ
ージがあるんですが、とうとう白河西ロータリークラブの襷が新
しく出来ました。色も形も前回の30周年の時作ったものと同じ
ではあるんですが、ちょっと女性を意識してお着物を着た時
にもきつくないようにということで、ちょっと長めの襷になっており
ますが新品が100本ほど来ましたので、こちらを付けて式典
や来年の地区行事のいろいろなものに出て白河西ロータリー
クラブをアピールできるかと思います。

■幹事報告� 運天直人幹事
○公益財団法人ロータリー米山記念奨学会理事長　若林
紀男 : 2026年（令和８）学年度　業務委託・覚書締結の件
○泉田ガバナー事務所 : 【訂正のお願い】地区補助金申請
書新様式の送付について
○㈱コンピューターエンゼルス : 事務局システムのご案内

■新入会員入会式
●照井耕輔会員

　皆さん、こんばんは。「株式会社リー
フ」代表取締役の照井耕輔と申します。
白河市大手町で美容室と撮影スタジオ
を営んでおります。この度、藤田会長のお
誘いがあって前回ゲストでこちらに来させ
ていただいたんですが、今日もゲストかな
と思ったら新入会員ということで、顔見知

りの方もそうでない方も是非よろしくお願いいたします。いつま
でも人生勉強かなと思っております。最近、息子が高校を卒
業しましてようやく大学入学が決まって高校ＰＴＡも終わりか
なと思ったらロータリークラブということで、いつまでも勉強して
いきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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■本日のプログラム� 第2回ホームミーティング報告会
●1班� 堀田一彦会員

　皆さん、こんばんは。第1班のホームミ
ーティングの報告させていただきます。う
ちの班は3月4日水曜日の18時30分から

「美国」さんのほうでおこないました。参
加メンバーは、吉成茂班長と矢田部会員、
中目会員、増子会員、それから書記の堀
田の5名でおこないました。他に上杉会

員と松永会員がいたんですが、なかなかお忙しいということ
で5名のホームミーティングになりました。早速テーマ1のガバ
ナー年度に期待することという部分に関しては西クラブから
初めてのガバナー輩出なので地区を知る良い機会だという
ふうな意見もありました。それから、ロータリーの地区はＪＣでい
えばブロック協議会のことで、県内の仲間を増やすチャンス
があるという意見もありました。また地区チームセミナーの後、3
日間具合が悪くなったので金田ガバナーエレクト、諸橋次期
幹事の一年間の健康をお祈りいたしますという意見もありまし
た。それから地区委員会はクラブの支えになることが目的で
すが、地区委員会とクラブ委員会の連携が取れていないよ
うに思うので、来年は連携が取れることを期待しますという意
見もありました。それから期待より不安のほうが大きいです。今
月から地区の予算を組んで資金を管理して、来年の10月に
決算審議をするまで忙しいと思いますが頑張りたいと思いま
す。大体7,000万位の資金管理なので、ちょちょいとできると思
います。それから次回輩出予定候補者の吉成茂会員の為
にこのようなマニュアルはきちんと作成して残したいと思いま
すので、まあ何年後になるかわかりませんが15年から20年後
ぐらいですかね。頑張っていただきたいというふうに思います。
まずは、県南分区ガバナー補佐からね、その後がまだ、はい。
続いてテーマ2のホームミーティング報告で感じた成果とは。
これは本当にいろいろありましたが、普段話せない方 と々話
せたり、先輩たちからロータリーの勉強ができる。それから、ス
マイルの予算組みの仕方とか、スマイルをどのタイミングで幾
らぐらい出せばいいのか、そういうのがわからなかったんです
がホームミーティングで先輩たちから聞いてようやくわかりまし
たという話がありました。ここからは少し雑談になるんですが、
増子君の意見で他団体は青少年奉仕活動支援にしてもこ
れから役に立ちそうなセミナーをおこなうなど、直接的な支援
をしていないんですよね。しかし、ロータリーは直接困ってる
人や団体に資金や物の援助ができるので、そこがロータリー
のすごいいいところじゃないかなという話がありました。それか

ら、吉成茂君の意見で例えば班長や書記になるのにお伺い
がないと。強制的に勝手に決まってる。まあでも、そこがいい。
なので、休めないので強制的に班長、書記を指名するのもい
いというお話でした。今回のホームミーティングの班分けは5
人から7人という人数なので、ここで不参加者が出るとなかな
かちょっと少人数になってしまうので少し少ないかなと。もう少
し7～8人くらいを目安にしてくれると、ホームミーティング班長
のほうも段取りしやすいのかなという意見もありました。

●4班� 大竹憂子会員
　皆さん、こんばんは。4班の報告をさせ
ていただきます。4班は、全員参加でした。
メンバーは、班長の鈴木満会員、金田会
員、遠藤会員、青木会員、石川会員、照
井会員、そして書記の私の7名で、2月
27日金曜日6時半から青木会員のお店

「楓」で開催しました。まず、テーマ1ガバ
ナー年度に期待することですが、メンバーに金田ガバナーエ
レクトがいるので、地区のまず説明をしていただきました。照
井会員や鈴木会員が、地区って何、ガバナーって何って思
ってるだろうということで、その辺の説明をしていただきました。
その後金田会員がどんなガバナー年度にしたいのかを私達
が聞いてみました。そこで出てきた言葉は、白河西ロータリー
クラブ会員のスキルアップとチームワークに期待している。金
田スタイルプラス白河西ロータリークラブスタイルで楽しい年
度にしてほしい。他クラブのネットワークや地区公共イメージア
ップを図り、チャンスを生かし、次のステップへ更にマネジメン
トアップに繋げるそんな活動にしてほしいなど、沢山のお話を
聞かせていただきました。その後、会員の皆さんに意見を聞
いたりしました。一つは、交換留学生とか米山留学などもやっ
てほしいという話がありまして、これは交換留学生もやりますし
なんていう話でちょっと盛り上がりました。それから、普段行か
ないクラブにみんなで参加してみたいという意見もありました。
なかなか他のクラブに行くってこうやっぱりできないことなの
で、できることだったら白河西ロータリーのメンバーで他のとこ
に行ってみたいという話がありました。あとは奉仕活動の時の
充実感、これを皆で楽しみたいなどの意見が出ました。そし
て、その後に地区大会への案として、まずはネームホルダーを
白河だるまの形にしてみないかとか、それから前夜祭の時に
は、浜中会津でやってみたい。浜だったら何だろうとかってい
う話になりまして、浜だったらフラダンスでしょう。中だったらな
んだろうなあ。クラシックですかね。会津だったら会津芸者だ、
ですよねなんていう話で、これもなんか面白そうだよねって言
ってかなり盛り上がって話をしてました。白河西ロータリークラ
ブのみんなのストーリーを作ろう。そんなふうな話でそんな感じ
で話が進み、次のテーマ2に移りました。ホームミーティングで
感じた成果。初めに、金田会員と遠藤会員から、ホームミーテ
ィングとは何ぞやということで、簡単に説明していただき元々
はお家でやったんだという話だったりとかももちろんお話して
いただいて、その辺はなるほどという感じで鈴木会員だった
りとか照井会員はすごく感じてたみたいで、なんかその自宅
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でやるというのも楽しそうですねなんていう会話とか流れまし
て。その中で、金田会員のほうから白河西ロータリークラブは
ホームミーティング活発であると。他のクラブからも凄いって褒
められるんだよっていう話もありまして、また別の意見としてい
えばこれくらいの少人数だと個々の発言が共有され、普段な
かなか話せない会員への理解も深まるというお話もあり、知
識が高まり良かった楽しかったって言ってくださった会員さん
がほとんどでした。皆さんそう言ってました。また、これはまた別
な話になりますが、「楓」の料理最高とか、やっぱり飲ミニケー
ションは大事だよねとか、あと余談で金と女とウサギは追いか
けるななんていう話でいろんな笑い話が沢山多くて、本当に
笑いが絶えないホームミーティングでした。以上、4班の報告と
させていただきます。

●7班� 中嶋一貴会員
　皆さん、こんばんは。7班のホームミーテ
ィングについて書記の中嶋から発表させ
ていただきます。我々は2月22日日曜日、3
連休のちょうどあいだのとこですね。6時
半から「アジアンチャオ」で開催をいたしま
した。あいにく班長の高田会員が体調不
良、島田会員もご都合つかないということ

で全部で4名、関谷会員、居川会員、運天会員、中嶋の4名
ですけども濃い内容で盛り上がらせていただきました。まずテ
ーマ1のガバナー年度に期待することについてなんですけど
も、大きく二点を中心にお話が出ました。まず一点目なんです
けども、現在続 と々始まっている地区関係のイベントですとか、
あとラーニングセミナーとかこれをしっかりと西メンバー皆で支
えて盛り上げていくことがまず大事だよねというお話と、二点
目が金田ガバナーをしっかりこれも西メンバー全員でお支え
しながら地区全体を盛り上げていくこと。その結果として、白
河西ロータリークラブアピールにもなるので、知名度を上げて
いくことができるようになるといいよねと、そういうようなお話が
出ました。続いて2番目のテーマ2のホームミーティングで感じ
た成果のところなんですけども、先程も堀田さんからありまし
たけど、少人数での集まりなので本音でいろいろ語れて親睦
が図りやすいですとか、あとはコミュニケーションの活性化に
繋がる良い機会。あとは、先輩からいろいろなお作法ですね、
これをお伺いする貴重な機会なんじゃないかというお話が出
ました。一方で、今後の改善といいますかご提案みたいなお
話も出まして。例えば新人の方が班長等をされる時にはホー
ムミーティングの実施前にホームミーティングそもそもの目的と
か趣旨ですとか、あとはまあ日程調整。招集するにあたっての
お作法ですとか、またホームミーティング自体で気を付けるべ
き点とかそういう事前レクチャーみたいなものがあるとホームミ
ーティングのより良い開催に繋がるんじゃないかと、このような
意見も出ました。関谷会員がいらっしゃいましたので、裏テー
マとして第3のテーマで橋本龍太郎元総理とのエピソードで
すとか、あとちょっとここではお話しできないような都市伝説的
ないろんな逸話もお話いただいて大変盛り上がったホームミ
ーティングとなりました。簡単ではございますけども7班の発表

は以上とさせていただきます。

●8班� 大住由香里会員
　皆さん、こんばんは。第8班のホームミ
ーティングの報告をさせていただきます大
住由香里です。第8班は、2月20日の6時
半から「アジアンチャオ」さんにておこなわ
れました。班長が、西山会員。そして、吉
野敬之会員、鈴木典雄会員、永山龍太
郎会員、書記の私の5名でおこなわれて

おります。報告させていただきます。1番目のガバナー年度に
期待することということで、まずガバナーって何だか知ってる
という会話になりまして、答えが福島のロータリーで一番偉い
人だよねというようなちょっと幼い表現の答えからですね、そ
こに吉野パスト会長がおりましたので、地区を代表し各クラ
ブ間の関係やクラブの活性化をおこなう役割があるんだと
いう、しっかりとしたお答えをいただいてからの始まりとなりまし
た。我々の認識としては、当クラブからガバナーを輩出するこ
とでロータリーをより理解できますし、事業自体は大変ですけ
れどもやりたい事業があればもちろんやりやすい年でもあるの
で、活発な年度になるのではないかという話が前向きなお話
が出ておりました。その流れの話で、多くのロータリー行事が
出てくるので、いろいろな土地への参加というか、いろんな土
地へ行く機会も増えるという永山会員からそんなに沢山行け
るなら僕はガバナーの専属ドライバーになっていろんな所に
行きたいと申し出がありました。ちょうど隣にいらっしゃいました。
これ必ず言うようにというふうに言われましたので、是非お願
いしたいと思います。そういった多くの活動を通してロータリー
というものが認知される年になればいいなという話が出てお
りまして、またロータリーって何といった質問に答えられる自分
になりたいという話が出ていました。ロータリーを説明できるこ
ともですけれども、ロータリーの自分なりの価値を見つけられ
る年度にしていきたいねという会話から、やはり吉野さんのほ
うから会の会長や役割をいただくということは、少なくとも自分
が恥ずかしい思いをしたくないためだったりで勉強もしますし、
考える時間も増えるという話がありました。なので、ガバナー年
度はそういう意味でも私達それぞれが役割が多い年でありま
すので、ロータリーに関わる時間も多くなるということで先に出
たように、ロータリーを説明できたり、ロータリーの自分なりの価
値を見つけられる年度になるのではないかというお話でまとま
りました。そして、何よりも重責を担っております金田会員のほ
うが体調を崩すことなく全うできるよう全力でサポートしたいと
いう意見が多く出ておりました。2番目のホームミーティングで
感じた成果というところなんですけれども、今回はロータリー
歴が浅い4名と吉野パスト会長という形だったので、吉野さん
のほうからいただく話が主だったような気がします。今更なが
ら、2530（にいごうさんまる）地区って言うの、2530（にせんご
ひゃくさんじゅう）地区って言うの、というような話も出てきて、に
せんごひゃくさんじゅう地区って言うんだよっていう話だったり
とか、人数単位で地区割があったので、昔は福島とか山形、
宮城が一緒だったお話だったりとか、そういう歴史的なものも
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教えていただくことができたミーティングでした。また、ポリオっ
てどんな病気かわかるって聞かれて、大体が、んっ、んって固
まってしまったんですけれども。結局、小児麻痺だよねってい
う話になって。ただ小児麻痺の方って最近見るっていう話に
もなって。私達とか吉野さんはいたよねっていう話だったんで
すけれども、永山さん世代になるとそういえば見たことないか
も、会った事ないかもという話になって、ポリオの効果というか
そういうお話の中で出て、しっかりと私たちの中にも認識され
たのかなと思いました。また、ＲＬＩに行くとロータリーにおけるリ
ーダーシップは何ぞやということを学ぶこととか、ＤＥＩ委員会
があってねと、そのＤＥＩのＥはEquity（エクイティ）というんだよ
と。公平性というものがあってねとか、ロータリーにおける公平
性はこういうことでねという話が吉野さんのほうから沢山学ぶ
ことができました。本当に真面目な会だなって、ずっと脱線す
ることなく真面目にお話してたかなと思いました。たまに、レタ
ーケースに入ってる『抜粋のつづり』小さいあれがなんか私
好きなんですと。老眼になったらあの字の大きさがちょうど良く
て、布団中で読むのにちょうどいいですなんて話をして、あれ
は全国のロータリーの会員に渡されているものなんだよという、
何でも質問すると吉野さんが教えてくださるという会で、本当
にロータリーを深く知れる、そして吉野さんが言ってた会長を
やると少なからずとも勉強するんだよというのを本当に理解で
きたかなと思う会でした。最後に、これは必ず伝えてくれという
お話があったんですけれども、先週藤田会長のほうからお話
もあった亡き永野会員が残してくださった多くのものの一つと
して、国歌斉唱の時の姿勢というか、指を伸ばしてズボンの
線の脇にしっかりとつけて、しっかりと立って国歌斉唱を歌う
のがという話があったと思うんですけども、それを大事にした
いねと先週会長も仰っていたんですけども、それをずっと残し
ていってほしいなという話が出ておりました。その中でやっぱ
り私が感じたのは組織の変化とか成果というのも求める今な
んですけれども、やはり歴史をしっかりと受け継いでいくという
ロータリアンとしての姿勢を学ばせていただいた会だったと
思っております。

●9班� 近藤勝人会員
　皆さん、こんばんは。9班の班長をさせ
ていただきました近藤と申します。本来で
あれば、書記の方が今日発表というとこ
ろなんですが、前日かな、本当は緑川会
員だったんですがその方がちょっと急病
で来られないという中で、次に大竹さんに
なって大竹さん当日体調が悪くなって来

られなくなったという中で参加していただいた皆様の顔ぶれ
を見ても誰に書記を頼むこともできず私が買って出て今日発
表させていただきますので、よろしくお願いします。9班のホー
ムミーティングは2月25日、青木会員の楽蔵内にある日本料理

「楓」さんのほうでおこなわせていただきました。メンバーは当
日、藤田会長、渡部会員、鈴木会員、そして私の4名でおこな
いました。その中でまず一点目ガバナー年度に期待すること
についてですが、藤田会長を中心に金田ガバナー次年度を

どう支えていくかという議論が交わされました。その中で、形
式的な協力に留まらず会員一人一人が主体性を持って参
加する姿勢が大事なのではないかというような話が出ました。
もう一点がこの機会をクラブの成長に繋げていくべきか熱の
こもった意見と、白河西ロータリーとしてのアイデンティティー
をどう発揮するか、そこを中心に頑張っていこうというような意
見が出ました。続きまして、ホームミーティングで感じた成果に
ついてですが、通常例会ではなかなかお話しできない方 と々
深い話をさせていただきました。私はまだちょっと入会して日も
浅いんですが、その先輩方のお話について非常に勉強にな
ったなというふうな思いをしております。普段聞けないお話とい
うのはここでちょっと言えないことも多々あるんですけども、藤
田会長を中心に大人の話も交えていろいろ聞かせていただ
き勉強になりました。その中で白河の発展も含めて経済も良く
していきたいねなんていう話もありながら、和やかに4人で無
事終わることができました。

●10班� 高畠裕会員
　皆さん、こんばんは。第10班のホームミ
ーティングの報告をさせていただきます。2
月19日木曜日、18時半から「赤門」にて
開催をさせていただきました。班長の市
川さん。それから、書記に鈴木浩一郎さ
ん。それから、池田会員、鶴丸会員、白岩
会員が体調不良で欠席。そこに私とい

うことで、今日は鈴木浩一郎さんが先週も今週も来れないと
いうことで、私ワインいただいちゃったのでやるということにな
って、今日は浩一郎君の代わりにワイン貰ったのでやりますと
いうことで。まず、テーマ一つ目のガバナー年度に期待するこ
とということで、いきなりここで事件が発生。班長の市川さん、
ChatGPTでテーマ１とテーマ2両方答えを聞いてきちゃった
んですね。それから、なんかやりづらくなってしまいまして、非
常になんか既にその資料こうやって渡されるわけですよ。これ
について喋るというよりもテーマについて喋るはずなのに、市
川さんがそんなことをしてしまったものですからちょっと流れが
悪くなってしまい、といういうことでまずテーマ1のガバナー年
度に期待することということで、ChatGPTの事も若干含めな
がらお話させていただきたいと思います。まず初めに、西クラ
ブとして初めてのガバナー輩出であるということで、当然ガバ
ナーをお支えしながら頑張っていきましょうと、一致団結しまし
ょうということで、期待することということに関しては多くの人に
役割が回ってくるので、より楽しんでくれるクラブ作りになるん
じゃないかなというような意見も出ました今現在、藤田年度非
常に楽しませてはいただいておりますが、次年度もガバナー
年度だから義務出席ではなく行きたい例会で、行きたいから
出席をしたくなる例会にしていきたいなというようなお話があり
ました。その他に、女性の活躍もガバナー年度に期待するこ
とではないかということで、特に女性にフォーカスを当てすぎる
ことがかえって女性にとって失礼になるんじゃないかと。意識
をしないで女性参画も普通に男性女性関係なくメンバーとし
ていくのが望ましいということでご意見が出ました。全体として
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は誇りと楽しさを生み出す一年となることをガバナー年度に
期待したいということで大体まとまったところでございます。テ
ーマ2のホームミーティングで感じた成果はということなんです
が、こちらやはり例会では見えない人柄や考え方を理解でき
会員間の絆が強まる。あるいは、自分もクラブの一員であると
いうことが意識できるんじゃないかと。それから、ホームミーティ
ング自体が少人数だからこそクラブの運営や事業の本音の
意見を交換ができるということで、普段、商売や個人、家庭の
普段聞けないお話がこういう場で聞けるんじゃないのかなと
いうことでお話が出ました。あとその他にホームミーティングは
以前は班長が多めに会費を払っていましたが、その後最近
では班長、書記が割り勘で全員ができるようになったことが
非常に負担少なくて良かったということで。あともう一つ班長
や書記が連続しないように引継ぎをしてほしいということの、ち
ょっとクレーム的な意見が出てきました。それから会費に関し
てはやはり皆さん同じような感じで割り勘でやってくれたほう
が助かるということで、これは私も同感だなと思いました。その
後ですね、ホームミーティングを通して会員同士の理解が深
まり信頼が強くなるということで、年に3回ぐらいあってもいいん
じゃないかなというようなご意見もございました。テーマ2に関
してそのようなお話があった後株の話だったり、それから雇用
と最低賃金の話だったり、あと鈴木浩一郎くんがなんか塩釜
のほうに行ったらこの間選挙で勝った森下千里さんにばった
り会って、なかなかいい女だったななんてちょっと得意になっ
て言ってましたけど。あとその後また事件がその雑談の中で
事件が起こりまして、ちょっとここでは内容は詳しくはお話でき
ないんですけど、鶴丸さんの性癖が出てくるようなお話が出ま
して、ちょっとびっくりするような性癖持ってんだなみたいな感
じで、聞きたい方は個人的に私のほうまで問い合わせ願い
たいと思います。そういうことでホームミーティングは本当にや
っぱりなんだかんだ言っても例会とはちょっと違って、やはり参
加する意味も深いですし、年3回ぐらいやってほしいなという
ふうに皆さん思ってるところもあるし。やっぱりただの飲み会と
は違って、クラブを理解するためにもそして信頼関係を作る
ためにも非常に良い集まりなんだなというふうに改めて認識し
ました。ですから、この勢いを持ったまま次年度金田ガバナー
にこの勢いを授けさせていただいて、我々西クラブが一致団
結して盛り上がっていければなと考えております。

●11班� 吉成真五郎会員
　皆さん、こんばんは。11班の報告をさせ
ていただきます。11班は、2月27日に「赤
門」さんのほうで開催いたしました。出席
がですね、十文字班長とわたくしと佐藤
幸彦さんパスト会長ということで、少数制
3名ということで開催いたしました。一番目
のガバナー年度に期待することというテ

ーマで話が始まったんですけども、まず十文字君のほうから
そもそもガバナーって何ですかみたいな話で、やはり用語が
ですねわかりづらくて、十文字君が属しているＪＣでいえばま
あブロ長だよねと。そうすると、なかなか大変ですねみたいな

話なんですけども。やはり、新入会員の方ですね、やはりガバ
ナー年度とかそういった意味というのがなかなかわからない
と思うので、逆にこのホームミーティングで各班で細かく話す
ことによって、いろんな先輩からお話聞けて良かったんじゃな
いのかなというふうに思いました。その中で、期待よりも不安の
ほうが大きいと。もうこのガバナーを出すというのはなかなかで
きない。白河西でも初めての経験ですので、素晴らしい歴史
になるんじゃないのかなという意見もございました。ガバナー
年度ということで、いろんなロータリークラブ私も研修会とかに
出て来年ガバナー年度だね大変だねみたいな形で、いろい
ろこう会話のきっかけになりやすいんですよね。なので、そうい
ったことで県内のいろんなクラブの方と交流ができるというの
もメリットだというふうに思います。白河西としてやっぱりロータ
リーというものをこう本質的にいろいろ学ぶというチャンスにも
なるので、意識がどんどん高くなるということが期待できるの
ではないかという意見がございました。やはりですね、初めて
の経験ということで西ロータリークラブとして新たな歴史に立
ち会えるチャンスではないかというようなすごく前向きな意見
がございました。次にですね、ホームミーティングなんですけど
も、ホームミーティングというのは県内でやってないクラブもあ
るということで、やはり白河西ロータリークラブのすごく良い伝
統だなというお話が意見が出ました。私も他のクラブの方と
話すとやっぱりこの出席率が高くていろんな議論が盛んだと
いうことをお話するとやはりびっくりされることもあるので、白河
西ロータリークラブ独特の良い伝統だなというふうに感じてお
ります。あとですね、例会の出席率は3割くらいなんだけども、
ホームミーティングは今までのところ全部出てるので、やっぱり
ホームミーティングっていいですよねというお話もございました。
テーマを持って話をするということが、普段の例会ではない
のでそれはすごくいいことだなという話がありました。11班のほ
うではそのような議論が交わされました。以上です。ありがとう
ございます。

３月14・15日３月14・15日
第44回RYLA研修会（ホテル華の湯）第44回RYLA研修会（ホテル華の湯）


